
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアーコンプレッサーによって圧縮されて熱交換器内に導入された空気を冷凍サイクル
における蒸発器によって冷却して当該空気中の水分を結露させることにより除湿する圧縮
空気除湿装置であって、
　前記冷凍サイクルの凝縮器に対する気化冷媒の圧送量を調節可能な圧送量可変形の冷媒
圧縮手段と、前記エアーコンプレッサーによって圧縮される 前記空気の温度を検出
する温度検出手段と、

温度検出手段によって検出された
温度に基づいて前記冷媒圧縮手段を制御して前記冷凍サイクルの冷凍能力を調節する制御
部とを備え
　

ている圧縮空気除湿装置。
【請求項２】
　前記記憶部に記憶されている前記差温情報を補正する差温補正情報を入力可能に構成さ
れた操作部を備え、前記制御部は、前記操作部を介して入力された前記差温補正情報に基
づいて前記記憶部に記憶されている前記差温情報を補正して当該補正後の差温情報を新た
な前記差温情報として前記記憶部に記憶させる請求項 記載の圧縮空気除湿装置。
【請求項３】
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前記温度検出手段は、前記室温を検出する温度センサと、当該温度センサによって検出

された前記室温および前記記憶部に記憶されている前記差温情報に基づいて前記圧縮され
る屋外の空気の温度を演算する演算部とを備えて構成され
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　前記冷媒圧縮手段は、インバータ制御方式の冷媒圧縮機を備えて構成され、前記制御部
は、前記冷媒圧縮機の運転状態を制御することによって前記冷媒圧縮手段の圧送能力を調
節する請求項１ 記載の圧縮空気除湿装置。
【請求項４】
　前記冷媒圧縮手段は、複数の冷媒圧縮機を備えて構成され、前記制御部は、前記各冷媒
圧縮機を個別に駆動制御することによって前記冷媒圧縮手段の圧送能力を調節する請求項
１ 記載の圧縮空気除湿装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記温度検出手段によって検出された温度に基づいて、前記冷媒圧縮手
段の圧送能力を段階的に調節する請求項１～ のいずれかに記載の圧縮空気除湿装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、熱交換器内の圧縮空気を冷凍サイクルにおける蒸発器によって冷却すること
により、圧縮空気に含まれている水分を結露させて除湿可能に構成された圧縮空気除湿装
置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　この種の圧縮空気除湿装置として、図４に示す除湿装置５１が従来から知られている。
この除湿装置５１は、エアーコンプレッサー（図３参照。以下、「コンプレッサー」とも
いう）Ｃによって圧送された圧縮空気に含まれる水分を結露させて除湿する熱交換器２と
、熱交換器２内で圧縮空気を冷却する冷凍サイクル５３とを備えている。この場合、熱交
換器２は、導入口２ａから導入した圧縮空気を、一次冷却部１１、二次冷却部１２および
再熱部１３からなる気体流路を経て排出口２ｂから排出可能に構成されている。また、熱
交換器２には、除湿によって生じた水分を外部に排水するためのドレントラップ９が各排
水口２ｃ，２ｄにそれぞれ取り付けられている。一方、冷凍サイクル５３は、熱交換器２
の二次冷却部１２内に配設されて冷媒の気化熱によって圧縮空気を冷却する蒸発器２１と
、気化した冷媒を一定の圧送能力で圧送する圧縮機６２と、圧縮した気化冷媒を凝縮（液
化）させる凝縮器２３と、液化冷媒を一次的に貯留する受液器２４と、液化冷媒を降圧さ
せるキャピラリチューブ６５とを備えている。この除湿装置５１は、図３に示すように、
例えば、コンプレッサーＣと共に建物Ｒ１の室内ＩＤ１（機械室）に設置されている。
【０００３】
　この除湿装置５１では、まず、圧縮機６２を駆動させることにより、冷凍サイクル５３
内で冷媒を循環させる。この際に、受液器２４内の液化冷媒がキャピラリチューブ６５を
通過して蒸発器２１内に吐出され、吐出された液化冷媒が蒸発器２１内で気化することに
より、その気化熱によって熱交換器２の二次冷却部１２が冷却される。次に、この状態で
コンプレッサーＣを駆動することにより、ダクトＤ１（図３参照）を介して導入口２ａか
ら水分を含んだ圧縮空気が熱交換器２内に導入される。この際に、熱交換器２内に導入さ
れた圧縮空気は、一次冷却部１１を通過する際に予備冷却され、次いで、二次冷却部１２
を通過する際に、蒸発器２１によって露点温度以下に冷却される。この結果、圧縮空気中
の水分が、蒸発器２１に取り付けられたフィンの表面に結露水として結露し、この結露水
は、熱交換器２の底部に向けて流れ落ちて排水口２ｃからドレントラップ９を経て外部に
排出される。
【０００４】
　一方、二次冷却部１２内で除湿された圧縮空気は、再熱部１３を通過する際に、導入口
２ａから導入される圧縮空気によって再熱された後、排出口２ｂから排出される。この後
、図３に示すように、除湿装置５１によって除湿された圧縮空気は、建物Ｒ２の室内ＩＤ
２に設置された供給対象体Ｘ（一例として、各種エアツール）にダクトＤ２を介して供給
される。この場合、除湿装置５１による圧縮空気の除湿が不完全なときには、例えば屋外
ＯＤが比較的低温となる冬季において、除湿後の圧縮空気中に残留する水分がダクトＤ２
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の中で結露水として結露し、この結露水が圧縮空気と共に供給対象体Ｘに供給されてしま
う。したがって、従来の除湿装置５１では、コンプレッサーＣによって圧送された圧縮空
気を確実に除湿するために、二次冷却部１２を露点温度まで冷却するのに十分な冷媒を圧
送可能なように圧縮機６２の圧送能力を規定している。この結果、屋外ＯＤが低温の冬季
であったとしても、ダクトＤ２内での結露が回避されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　ところが、従来の除湿装置５１には、以下の改善すべき課題がある。すなわち、前述し
たように、圧縮空気がコンプレッサーＣによって圧縮されてから供給対象体Ｘに供給され
るまでの間に露点温度以下まで冷却された場合、その圧縮空気中の水分が結露して、その
結露水が圧縮空気に混入する。したがって、圧縮空気中に結露水が混入しないように、四
季を通じてダクトＤ２内などで結露水を生じさせない露点温度まで圧縮空気を冷却して除
湿する必要がある。このため、従来の除湿装置５１では、圧縮空気の除湿に際して、冷凍
サイクル５３の圧縮機６２が、ダクトＤ２内などで結露水を生じさせない程度に圧縮空気
を除湿可能な目標露点温度以下に二次冷却部１２内を保つのに十分な冷媒を圧送し得る一
定の圧送能力で常時運転されている。この場合、屋外ＯＤの温度が比較的高温となり、空
気中に含まれる水分量が多い夏季などでは、除湿装置５１による除湿後の圧縮空気中に多
少の水分が含まれていたとしても、外気温が高いため、圧縮空気がダクトＤ２内でなどで
露点温度に達するまで冷却されることがなく、圧縮空気中の水分がダクトＤ２内や供給対
象体Ｘにおいて結露することはない。したがって、夏季などにおいて、たとえ二次冷却部
１２を冬季の外気温とほぼ等しい目標露点温度、または四季を通じてダクトＤ２内などで
結露水を生じさせない目標露点温度まで冷却しないとしても、結露水が圧縮空気と共に供
給対象体Ｘに供給されることがないため、実際には弊害が生じない。
【０００６】
　しかし、従来の除湿装置５１では、冬季においてダクトＤ２の中での結露を防止すべく
、冬季であってもダクトＤ２内などで結露水が生じない目標露点温度まで二次冷却部１２
を冷却可能な圧送能力で圧縮機６２を常時運転している。このため、夏季などにおいては
、二次冷却部１２を必要以上に冷却し、かつ、大気中に含まれている水分を大量に凝縮さ
せる結果、圧縮空気の冷却負荷が増加するのみならず、低温まで冷却することで凝縮され
る水分量が増えることに起因して、凝縮潜熱による負荷も増加するため、必要以上に電力
を消費しているという課題がある。また、従来の除湿装置５１では、圧縮機６２が一定の
圧送能力で常時運転されることによって二次冷却部１２が四季を通じてダクトＤ２内など
で結露水を生じさせない目標露点温度まで圧縮空気を冷却して除湿するように維持されて
いる。このため、排出口２ｂからから排出される圧縮空気も比較的低温となる結果、屋外
ＯＤが高温の夏季などには、ダクトＤ２の外表面に大気中の水分が結露して、必要以上に
冷却するのに費やしたエネルギが大気中に放出されてしまうという課題もある。
【０００７】
　本発明は、かかる改善すべき課題に鑑みてなされたものであり、電力消費を低減し得る
圧縮空気除湿装置を提供することを主目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成すべく本発明に係る圧縮空気除湿装置は、エアーコンプレッサーによっ
て圧縮されて熱交換器内に導入された空気を冷凍サイクルにおける蒸発器によって冷却し
て当該空気中の水分を結露させることにより除湿する圧縮空気除湿装置であって、前記冷
凍サイクルの凝縮器に対する気化冷媒の圧送量を調節可能な圧送量可変形の冷媒圧縮手段
と、前記エアーコンプレッサーによって圧縮される 前記空気の温度を検出する温度
検出手段と、

温度検出手段によって検出された温度に基
づいて前記冷媒圧縮手段を制御して前記冷凍サイクルの冷凍能力を調節する制御部とを備
え
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ている。
【０００９】
　この場合、

【００１０】
　 、前記冷媒圧縮手段が、インバータ制御方式の冷媒圧縮機を備えて構成され、前記
制御部が前記冷媒圧縮機の運転状態を制御することによって前記冷媒圧縮手段の圧送能力
を調節するのが好ましい。
【００１１】
　また、前記冷媒圧縮手段が、複数の冷媒圧縮機を備えて構成され、前記制御部が前記各
冷媒圧縮機を個別に駆動制御することによって前記冷媒圧縮手段の圧送能力を調節するの
が好まし
【００１２】
　 た、前記制御部が前記温度検出手段によって検出された温度に基づいて前記冷媒圧縮
手段の圧送能力を段階的に調節するのが好ましい。
【００１３】
【発明の実施の形態】
　以下、添付図面を参照して、本発明に係る圧縮空気除湿装置の好適な発明の実施の形態
について説明する。なお、従来の除湿装置５１と同一の構成要素については、同一の符号
を付して重複した説明を省略する。
【００１４】
　最初に、除湿装置１の構成について、図１を参照して説明する。
【００１５】
　同図に示すように、除湿装置１は、熱交換器２、冷凍サイクル３、インバータ４、記憶
部５、制御部６、操作部７および温度センサＴＳを備えている。この場合、温度センサＴ
Ｓは、制御部６と相俟って本発明における温度検出手段を構成するものであって、一例と
して、除湿装置１およびコンプレッサーＣと共に建物Ｒ１の室内ＩＤ１に設置されて室内
ＩＤ１の室温を検出し、検出した温度についての検出信号Ｓを出力する。一方、熱交換器
２は、全体として円筒状に形成されると共に、圧縮空気を導入する導入口２ａと、除湿し
た圧縮空気を排出する排出口２ｂとが形成されている。この場合、図３に示すように、熱
交換器２の導入口２ａには、ダクトＤ１を介してコンプレッサーＣが接続され、排出口２
ｂには、ダクトＤ２を介して供給対象体Ｘが接続されている。
【００１６】
　冷凍サイクル３は、図１に示すように、蒸発器２１、冷媒圧縮機２２、凝縮器２３、受
液器２４および電子膨張弁２５を備えている。蒸発器２１は、熱交換器２の二次冷却部１
２内に配設されて冷媒の気化熱によって圧縮空気を冷却する。冷媒圧縮機（以下、「圧縮
機」ともいう）２２は、本発明における冷媒圧縮手段に相当し、冷媒の圧送能力をリニア
に可変制御可能な圧送量可変型の圧縮機で構成されている。具体的には、この除湿装置１
では、インバータ４によって供給されるインバータ出力に応じて圧送量を多段階に可変さ
せるインバータ制御方式の圧縮機が採用されている。この圧縮機２２は、制御部６の制御
下でインバータ４によってインバータ出力が供給されることにより、所定の圧送能力で気
化冷媒を圧送して冷凍サイクル３内で冷媒を循環させる。電子膨張弁２５は、制御部６の
制御下で蒸発器２１内に吐出させる液化冷媒の流量を調節する。インバータ４は、制御部
６の制御下で圧縮機２２にインバータ出力を供給する。記憶部５は、室内ＩＤ１の室温と
、屋外ＯＤの温度（すなわち、ダクトＤ２が通過する部位の温度）との差温についての差
温データＤｔ（本発明における「差温情報」）、およびインバータ４を制御するための制
御データＤｐを記憶する。

10

20

30

40

50

(4) JP 3843038 B2 2006.11.8

出された前記室温および前記記憶部に記憶されている前記差温情報に基づいて前記圧縮さ
れる屋外の空気の温度を演算する演算部とを備えて構成され

前記記憶部に記憶されている前記差温情報を補正する差温補正情報を入力可
能に構成された操作部を備え、前記制御部が前記操作部を介して入力された前記差温補正
情報に基づいて前記記憶部に記憶されている前記差温情報を補正して当該補正後の差温情
報を新たな前記差温情報として前記記憶部に記憶させるのが好ましい。

また

い。

ま



【００１７】
　この差温データＤｔについては、使用開始に先立って除湿装置１の設置環境に応じて生
成されて記憶部５に記憶させられる。この場合、室内ＩＤ１の室温と、屋外ＯＤの温度と
の差温は、除湿装置１の設置環境によって異なる。具体的には、例えば、除湿装置１の設
置場所である建物Ｒ１が比較的狭く、かつ除湿装置１やコンプレッサーＣと共に複数の機
器が設置されているときには、除湿装置１、コンプレッサーＣおよび各種機器の発熱に起
因して室内ＩＤ１の温度が屋外ＯＤよりも大きく温度上昇する。また、例えば、建物Ｒ１
が比較的広く、かつ除湿装置１やコンプレッサーＣのほかに発熱する機器が存在しないと
きには、屋外ＯＤの温度に対して室内ＩＤ１の室温を上昇させる要素が除湿装置１および
コンプレッサーＣのみとなって、室温の上昇に与える影響が小さいため、室内ＩＤ１の温
度が屋外ＯＤと殆ど変わらない状態となる。このように、除湿装置１の設置環境に応じて
室内ＩＤ１の室温と屋外ＯＤの温度との差温が異なるため、設置環境に応じた差温データ
Ｄｔを生成して記憶部５に記憶させる。なお、この除湿装置１では、室温と外気温との一
般的な関係に基づいて生成された差温データＤｔが初期値として記憶されている。したが
って、後述するように初期値としての差温データＤｔを設置環境に応じて補正することに
より、その設置環境に適した差温データＤｔが生成されて記憶部５に記憶される。
【００１８】
　一方、制御データＤｐは、屋外ＯＤの温度に応じてインバータ４を介して圧縮機２２の
運転状態を制御するためのデータで構成されている。この場合、圧縮機２２の運転状態を
屋外ＯＤの温度に対応させて無段階または多段階に変化させることもできるが、その制御
が比較的煩雑となる。このため、この除湿装置１では、屋外ＯＤが低温のとき、および高
温のときの２段階で制御する。具体的には、制御データＤｐは、一例として、屋外ＯＤの
温度が２０℃未満のときには、二次冷却部１２を露点温度（一例として、１０℃）まで冷
却するのに十分な冷媒を圧送可能な圧送能力で圧縮機２２を運転させ、屋外ＯＤの温度が
２０℃以上のときには、二次冷却部１２を露点温度より僅かに高い温度（一例として、１
５℃）まで冷却するのに十分な冷媒を圧送可能な圧送能力で圧縮機２２を運転させる旨の
データで構成されている。
【００１９】
　制御部６は、本発明における温度検出手段の演算部および本発明における制御部として
機能するものであって、温度センサＴＳによって出力された検出信号Ｓ（室内ＩＤ１の室
温）と、記憶部５に記憶されている差温データＤｔとに基づいて屋外ＯＤの温度を演算す
ると共に、その演算結果に応じてインバータ４を制御することにより、圧縮機２２による
冷媒の圧送能力（すなわち、冷凍サイクル３の冷凍能力）を調節制御する。この場合、制
御部６は、実際には、コンプレッサーＣの運転状態（すなわち、熱交換器２に圧送される
圧縮空気の流量）に応じて圧縮機２２の冷媒圧送能力を調節制御しているが、本発明の実
施の形態では、本発明についての理解を容易とするために、この圧縮空気量に応じた冷媒
圧送能力の調節制御に関する構成およびその動作についての説明を省略する。操作部７は
、記憶部５に記憶されている差温データＤｔを設置環境に応じて補正するための各種情報
（本発明における「差温補正情報」）を入力する各種スイッチが配列されて構成されてい
る。
【００２０】
　次に、除湿装置１による圧縮空気に対する除湿方法について、図面を参照しつつ具体的
に説明する。
【００２１】
　この除湿装置１の使用に際しては、まず、除湿装置１の設置環境に応じて、記憶部５に
記憶されている初期値としての差温データＤｔを補正する。具体的には、除湿装置１およ
びコンプレッサーＣを建物Ｒ１の室内ＩＤ１に設置した後に、コンプレッサーＣを駆動さ
せて圧縮空気を除湿装置１に供給させる。この状態でコンプレッサーＣを暫く運転した後
に、操作部７を操作することにより、制御部６に対して差温データＤｔを補正させる補正
処理を実行させる。この補正処理では、制御部６は、まず、室内ＩＤ１の室温と屋外ＯＤ
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の温度とをそれぞれ取得する。この際に、室内ＩＤ１の室温については、制御部６が温度
センサＴＳの検出信号Ｓに基づいて演算する。また、屋外ＯＤの温度については、例えば
オペレータが、温度計を用いて外気温を測定した後に、操作部７を介して除湿装置１に入
力する。
【００２２】
　次に、制御部６は、オペレータに対して現在の季節を特定可能な情報（この場合、一例
として、１２ヶ月のうちのいずれの月に属するかの情報）の入力を要求する。この場合、
図２に示すように、屋外ＯＤの温度と室内ＩＤ１の室温との温度差ｔ１，ｔ２は、屋外Ｏ
Ｄの温度が高い夏季と、屋外ＯＤの温度が低い冬季とで相違する。したがって、温度セン
サＴＳを介して測定した室内ＩＤ１の室温に対して、四季を通じて同一値の差温を加算し
て屋外ＯＤの温度を演算した場合には、空気中に含まれる水分量の違いによるコンプレッ
サーＣの発熱量の変化や、日照状態の影響を受けて、演算結果が実際の温度とは相違する
ことがある。このため、この除湿装置１では、各月毎に異なる差温を記述した差温データ
Ｄｔを使用することで、演算結果と実際の温度との誤差が四季を通じて小さくなるように
している。したがって、制御部６は、差温データＤｔの補正時において、オペレータによ
って入力された「月」に関する情報に基づいて、補正実施時点の「月」を特定し、特定し
た「月」についての差温を補正する。
【００２３】
　具体的には、制御部６は、温度センサＴＳによって出力された検出信号Ｓに基づいて演
算した室内ＩＤ１の室温と、操作部７を介して入力された屋外ＯＤの温度との差温を演算
する。この際に、演算結果と記憶部５に記憶されている差温データＤｔに対応する差温と
が異なるときには、差温データＤｔを補正する。これにより、オペレータによって入力さ
れた「月」に関する差温の補正処理が完了する。次いで、制御部６は、演算した差温に対
して、予め規定された月毎の変化率に基づいて加減算することにより、その他の１１ヶ月
に関する差温を補正する。これにより、１２ヶ月分の差温についての補正が完了し、除湿
装置１の設置環境に合致する差温データＤｔが記憶部に記憶される。なお、上記した補正
処理は、除湿装置１の設置の際に１回行うだけでよく、使用開始後においては、建物Ｒ１
に新たな熱源（コンプレッサーＣ以外の各種装置など）が配設されたときに差温データＤ
ｔを補正すればよい。
【００２４】
　一方、圧縮空気の除湿に際しては、まず、制御部６が、屋外ＯＤの温度に応じてインバ
ータ４を制御することにより、圧縮機２２を所定の圧送能力で運転させる。具体的には、
制御部６は、まず、温度センサＴＳによって出力された検出信号Ｓと、記憶部５に記憶さ
れている差温データＤｔとに基づいて、屋外ＯＤの温度を演算する。次に、制御部６は、
演算結果（屋外ＯＤの温度）が２０℃以上であるか否かを判別する。この際に、例えば、
屋外ＯＤの温度が低い冬季には、制御部６は、演算結果が２０℃を下回ると判別して、制
御データＤｐに基づき、圧縮空気がダクトＤ２などで冷却される温度よりも低温となるよ
うに二次冷却部１２を目標露点温度以下（この場合、一例として１０℃）まで冷却するの
に十分な冷媒を圧送可能な圧送能力で圧縮機２２を運転させるようにインバータ４を制御
する。これに応じて、インバータ４は、所定のインバータ出力を圧縮機２２に供給する。
この際には、圧縮機２２が、蒸発器２１内の気化冷媒を吸入して凝縮器２３に順次圧送す
る。これに伴い、受液器２４内の液化冷媒が、電子膨張弁２５を介して蒸発器２１内に吐
出された後に、蒸発器２１内で膨張して気化する。これにより、二次冷却部１２が目標露
点温度以下に冷却される。
【００２５】
　次に、この状態でコンプレッサーＣを駆動する。この際に、コンプレッサーＣは、室内
ＩＤ１の空気を吸引して熱交換器２に圧送する。これにより、水分を含んだ圧縮空気がダ
クトＤ１を介して導入口２ａから熱交換器２内に導入される。同時に、屋外ＯＤの空気が
建物Ｒ１に設けられた吸気孔ＶＩ（図３参照）を介して室内ＩＤ１に吸引される。この場
合、熱交換器２内に導入された圧縮空気は、コンプレッサーＣによって圧縮されることに
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よって４０℃以上に加熱される。次いで、圧縮空気は、一次冷却部１１を通過する際に予
備冷却され、かつ、二次冷却部１２を通過する際に、蒸発器２１によって目標露点温度ま
で冷却される。この際に、圧縮空気内の水分は、蒸発器２１に取り付けられたフィンの表
面に結露水として結露した後、熱交換器２の底部に向けて流れ落ちて、排水口２ｃを介し
て熱交換器２から外部に排出される。一方、二次冷却部１２内で目標露点温度以下に冷却
されて、ほぼ完全に除湿された圧縮空気は、再熱部１３を通過する際に、導入口２ａから
導入される圧縮空気の熱を奪うことによって再熱された後、排出口２ｂから熱交換器２の
外部に排出される。この後、図３に示すように、除湿装置１によって除湿された圧縮空気
は、建物Ｒ２の室内ＩＤ２に設置された供給対象体ＸにダクトＤ２を介して供給される。
この場合、ダクトＤ２を通過する圧縮空気が除湿装置１によってほぼ完全に除湿されてい
るため、屋外ＯＤが低温の冬季であったとしても、ダクトＤ２の中での結露が回避される
。この結果、除湿された圧縮空気が供給対象体Ｘに供給される。
【００２６】
　一方、温度センサＴＳによって出力された検出信号Ｓと差温データＤｔとに基づいて演
算した屋外ＯＤの温度が２０℃以上のとき（夏季）には、制御部６は、制御データＤｐに
基づき、二次冷却部１２を四季を通じてダクトＤ２内などで結露水を生じさせない目標露
点温度よりも僅かに高い温度（この場合、１５℃）まで冷却するのに十分な冷媒を圧送可
能な圧送能力で圧縮機２２を運転させるようにインバータ４を制御する。これに応じて、
インバータ４は、所定のインバータ出力を圧縮機２２に供給する。これにより、二次冷却
部１２が１５℃まで冷却される。次に、コンプレッサーＣを駆動することにより、水分を
含んだ圧縮空気が導入口２ａから熱交換器２内に導入される。この場合、熱交換器２内に
導入された圧縮空気は、二次冷却部１２を通過する際に、蒸発器２１によって１５℃まで
冷却される。この際に、圧縮空気内の水分は、蒸発器２１に取り付けられたフィンの表面
に結露水として結露した後、熱交換器２の底部に向けて流れ落ち、排水口２ｃを介して熱
交換器２から外部に排出される。一方、二次冷却部１２を通過する際に除湿された圧縮空
気は、排出口２ｂから熱交換器２の外部に排出される。この後、図３に示すように、除湿
装置１によって除湿された圧縮空気は、建物Ｒ２の室内ＩＤ２に設置された供給対象体Ｘ
にダクトＤ２を介して供給される。
【００２７】
　この場合、二次冷却部１２内の温度が四季を通じてダクトＤ２内などで結露水を生じさ
せない目標露点温度よりも僅かに高い１５℃のため、除湿後の圧縮空気には、若干多めの
水分が含まれている。しかし、前述したように、この圧縮空気が通過するダクトＤ２の周
囲（すなわち、屋外ＯＤ）や供給対象体Ｘの周囲が比較的高温の夏季においては、圧縮空
気中に若干多めの水分が含まれていたとしても、この水分がダクトＤ２の中で結露しない
ため、実際には弊害が生じない。したがって、使用に影響がない程度まで十分に除湿した
圧縮空気を供給対象体Ｘに供給することができる。なお、制御部６は、除湿装置１による
圧縮空気の除湿に際して、温度センサＴＳによって出力された検出信号Ｓと差温データＤ
ｔとに基づいて屋外ＯＤの温度を定期的（この場合、一例として数分間隔）に演算し、そ
の演算結果に応じてインバータ４を制御する。したがって、図３に点Ａで示すように、屋
外ＯＤの温度（演算結果）が２０℃を下回ったときには、制御部６は、二次冷却部１２を
１０℃まで冷却可能な圧送能力で圧縮機２２が稼働するようにインバータ４を制御する。
また、同図に点Ｂで示すように、屋外ＯＤの温度（演算結果）が２０℃以上となったとき
には、制御部６は、二次冷却部１２を１５℃まで冷却可能な圧送能力で圧縮機２２が稼働
するようにインバータ４を制御する。これにより、たとえ夏季であったとしても、屋外Ｏ
Ｄの温度が低下したときには圧縮空気がほぼ完全に除湿されるため、ダクトＤ２内での結
露を回避することができる。
【００２８】
　このように、この除湿装置１によれば、制御部６が屋外ＯＤの温度に応じて圧縮機２２
の圧送能力（運転状態）を制御して冷凍サイクル３の冷凍能力を調節することにより、圧
縮空気を完全に除湿する必要のない夏季など（屋外ＯＤが高温のとき）には、圧縮機２２
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の消費電力を十分に低減することができる。この場合、屋外ＯＤの温度が低いときには、
制御部６がインバータ４を制御して二次冷却部１２を四季を通じてダクトＤ２内などで結
露水を生じさせない目標露点温度まで冷却可能な圧送能力で圧縮機２２を運転させること
により、屋外ＯＤの温度が低い冬季であったとしても、ダクトＤ２内での結露を回避する
ことができる。一方、屋外ＯＤが高温の夏季においては、二次冷却部１２が１５℃まで冷
却されるため、除湿に際して二次冷却部１２を四季を通じてダクトＤ２内などで結露水を
生じさせない目標露点温度まで冷却した場合と比較して、熱交換器２から排出される圧縮
空気（除湿後の圧縮空気）が高温となる結果、ダクトＤ２の外表面における結露を回避す
ることができる。さらに、この除湿装置１によれば、冷凍サイクル３における凝縮器２３
に対する気化冷媒の圧送量を調節可能な圧送量可変形（インバータ制御方式）の圧縮機２
２を備えたことにより、屋外ＯＤの温度に応じた運転状態の変更のみならず、コンプレッ
サーＣによって圧送される圧縮空気量に応じて、きめ細かな圧送能力の調節を行うことも
できる。このため、圧縮機２２の消費電力をさらに低減することができると共に、ダクト
Ｄ２内外での結露の発生を回避することができる。
【００２９】
　また、この除湿装置１によれば、設置場所（この場合、室内ＩＤ１）の室温と吸気孔Ｖ
Ｉを介してコンプレッサーＣによって室内ＩＤ１に吸引される空気（すなわち、屋外ＯＤ
）の温度との差温についての差温データＤｔを記憶する記憶部５を備えて、制御部６が温
度センサＴＳによって出力された検出信号Ｓと差温データＤｔとに基づいて演算した屋外
ＯＤの温度に応じて圧縮機２２の圧送能力（すなわち、冷凍サイクル３の冷凍能力）を調
節することにより、例えば、温度センサＴＳを屋外ＯＤに設置して屋外ＯＤの温度を直接
的に測定する構成と比較して、温度センサＴＳを容易に設置することができると共に、温
度センサＴＳ用の信号ケーブルを容易に引き回すことができる。この場合、制御部６が室
内ＩＤ１の室温と差温データＤｔとに基づいて演算した屋外ＯＤの温度に応じてインバー
タ４を制御することにより、屋外ＯＤの温度を直接的に測定してインバータ４を制御する
制御方法と同様にして、冷凍サイクル３の冷凍能力（圧縮機２２の圧送能力）を適切に調
節することができる。
【００３０】
　さらに、この除湿装置１によれば、記憶部５が操作部７を介して入力された差温補正情
報（屋外ＯＤの温度に関する情報）に基づいて記憶部５に記憶されている差温データＤｔ
を補正して補正後の差温データＤｔを新たな差温データＤｔとして記憶部５に記憶させる
ことにより、除湿装置１の設置環境に応じて冷凍サイクル３の冷凍能力（この場合、圧縮
機２２の圧送能力）を適切に調節することができる。また、制御部６が屋外ＯＤの温度に
応じて圧縮機２２の圧送能力（すなわち、冷凍サイクル３の冷凍能力）を２段階（この場
合、一例として２０℃未満のとき、および２０℃以上のときの２段階）に調節することに
より、無段階、または多段階に調節する制御方法と比較して調節制御が容易となる結果、
制御部の処理能力を高める必要がないため、その分、除湿装置１の製造コストを低減する
ことができる。この場合、例えば圧縮機２２の圧送能力を比較的短い周期で多段階（また
は無段階）に調節したとしても、二次冷却部１２内が目標の温度まで下降または上昇する
のにある程度の時間を要するため、比較的短い周期での多段階の調節は、現実には意味を
有さない。したがって、上記した除湿装置１のような２段階、または３～５段階程度の調
節であっても、ダクトＤ２内外での結露の発生を有効に回避しつつ、圧縮機２２による消
費電力を十分に低減することができる。
【００３１】
　なお、本発明は、上記本発明の実施の形態に示した構成に限定されない。例えば、本発
明の実施の形態では、インバータ制御方式の圧縮機２２を採用した例について説明したが
、本発明における圧送量可変形の冷媒圧縮手段の構成はこれに限定されず、例えば、圧送
能力が固定の圧縮機を複数備えて構成してもよい。この構成であっても、圧縮機の運転台
数を個別に制御することで、上記した除湿装置１と同様にして、冷媒の圧送能力、すなわ
ち、冷凍サイクル３の冷凍能力を調節することができる。この構成によれば、冷媒圧縮手
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段を比較的低コストで構成することができるため、除湿装置１全体としての製造コストを
低減することができる。また、本発明の実施の形態では、コンプレッサーＣおよび除湿装
置１と、供給対象体Ｘとをそれぞれ異なる設置場所（この場合、建物Ｒ１，Ｒ２）に設置
した例について説明したが、本発明における除湿装置１の設置形態はこれに限定されず、
１つの建物内にコンプレッサーＣ、除湿装置１および供給対象体Ｘを設置することもでき
る。さらに、本発明の実施の形態では、温度センサＴＳを熱交換器２と共に室内ＩＤ１に
設置した例について説明したが、本発明はこれに限定されず、温度センサＴＳを屋外ＯＤ
に設置してもよい。この構成によれば、差温データＤｔに基づく屋外ＯＤの温度に関する
演算処理を不要とすることができるため、制御部６の負担を軽減することができる。
【００３２】
【発明の効果】
　以上のように、本発明に係る圧縮空気除湿装置によれば、制御部が温度検出手段によっ
て検出された温度に応じて冷媒圧縮手段を制御して冷凍サイクルの冷凍能力を調節するこ
とにより、圧縮空気を完全に除湿する必要のない夏季など（屋外が高温のとき）には、冷
媒圧縮手段の消費電力を十分に低減することができる。この場合、屋外の温度が低いとき
には、制御部が冷媒圧縮手段を制御して熱交換器内を露点温度まで冷却することにより、
圧縮空気がほぼ完全に除湿される結果、送風管内などでの結露を回避することができる。
一方、屋外が高温の夏季においては、熱交換器内が露点温度よりも僅かに高い温度まで冷
却されるため、除湿に際して熱交換器内を露点温度まで冷却した場合と比較して、熱交換
器から排出される圧縮空気（除湿後の圧縮空気）が高温となる結果、送風管の外表面にお
ける結露を回避することができる。
【００３３】
　

【００３４】
　

【００３５】
　また、本発明に係る圧縮空気除湿装置によれば、制御部がインバータ制御方式の冷媒圧
縮機の運転状態を制御して圧送能力を調節することにより、エアーコンプレッサーによっ
て圧縮される空気の温度（屋外の温度）に応じての冷媒圧縮手段に対する調節のみならず
、エアーコンプレッサーによって圧送される圧縮空気量に応じて、きめ細かに圧送能力を
調節することができる。したがって、冷媒圧縮手段による消費電力をさらに低減すること
ができる。
【００３６】
　さらに、本発明に係る圧縮空気除湿装置によれば、制御部が各冷媒圧縮機を個別に駆動
制御して圧送能力を調節することにより、比較的低コストで冷媒圧縮手段を構成すること
ができるため、圧縮空気除湿装置全体の製造コストを十分に低減することができる。
【００３７】
　また、本発明に係る圧縮空気除湿装置によれば、制御部が温度検出手段によって検出さ
れた温度に基づいて冷媒圧縮手段の圧送能力を段階的に調節することにより、圧送能力を
無段階、または多段階に調節する制御方法と比較して調節制御が容易となる結果、制御部
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また、本発明に係る圧縮空気除湿装置によれば、演算部が温度センサによって検出され
た室温と記憶部に記憶されている差温情報とに基づいて圧縮される空気の温度を演算する
と共に、制御部が演算部の演算結果に応じて冷媒圧縮手段を制御することにより、例えば
、温度センサを屋外に設置して屋外の温度を直接的に測定する構成と比較して、温度セン
サを容易に設置することができると共に、温度センサ用の信号ケーブルを容易に引き回す
ことができる。この場合、制御部が演算部の演算結果に応じて冷媒圧縮手段を制御するこ
とにより、屋外の温度を直接的に測定して冷媒圧縮手段を制御する制御方法と同様にして
、冷凍サイクルの冷凍能力（圧縮機の圧送能力）を適切に調節することができる。

さらに、本発明に係る圧縮空気除湿装置によれば、制御部が記憶部に記憶されている差
温情報を補正した差温情報を新たな差温情報として記憶部に記憶させることにより、圧縮
空気除湿装置の設置環境に応じて補正した差温情報に基づいて、冷凍サイクルの冷凍能力
を適切に調節することができる。



の処理能力を高める必要がないため、その分、圧縮空気除湿装置の製造コストを低減する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態に係る除湿装置１の構成を示す構成図である。
【図２】　屋外ＯＤの温度、室内ＩＤ１の室温、およびコンプレッサーＣによって圧送さ
れた圧縮空気の温度の関係を示す特性図である。
【図３】　除湿装置１の設置場所（建物Ｒ１）と圧縮空気の供給先（建物Ｒ１の供給対象
体Ｘ）との位置関係の一例を示す構成図である。
【図４】　従来の除湿装置５１の構成を示す構成図である。
【符号の説明】
　　　１　除湿装置
　　　２　熱交換器
　　２ａ　導入口
　　２ｂ　排出口
　　２ｃ，２ｄ　排水口
　　　３　冷凍サイクル
　　　４　インバータ
　　　５　記憶部
　　　６　制御部
　　　７　操作部
　　　９　ドレントラップ
　　１２　二次冷却部
　　２１　蒸発器
　　２２　圧縮機
　　２３　凝縮器
　　２４　受液器
　　２５　電子膨張弁
　　　Ｃ　コンプレッサー
　　Ｄ１，Ｄ２　ダクト
　　Ｄｔ　差温データ
　　Ｄｐ　制御データ
　ＩＤ１，ＩＤ２　室内
　　ｔ１，ｔ２　温度差
　　ＴＳ　温度センサ
　　ＯＤ　屋外
　　Ｒ１，Ｒ２　建物
　　　Ｓ　検出信号
　　　Ｘ　供給対象体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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